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□
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□
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□
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□
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□
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□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
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□
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□
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□

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

第
二
十
八
期
第
二
回
評
議
会

仲
間
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀

の
『
労
山
ら
し
さ
』
を
求
め
て
！

二
月
二
十
一
日
（
土
）
十
三
時

〇
〇
分~

二
十
〇
分
、
二
十
二
日

（
日
）
八
時
三
十
分
～
十
二
時

〇
〇
分
、
会
場
・
晴
海
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

【
議
長
団
選
出
】
全
国
理
事
浦

添
氏
、
全
国
副
会
長
樺
島
氏
（
九

州
）
【
書
記
選
出
】
理
事
会
か

ら
二
名

『
開
会
宣
言
』
藤
本
副
理
事
長
、

労
山
全
国
連
盟
守
屋
会
長
か
ら

開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

『
総
会
代
議
員
定
数
確
認
』

代
議
員
総
数
五
十
五
名
、
出
席

代
議
員
五
十
四
名
、
委
任
状
一

名
で
評
議
会
成
立
。

全
国
理
事
会
か
ら
議
案
提
案

一
号
議
案
＊
第
二
十
八
期
上
期

（
二
〇
〇
八
年
度
）
の
活
動
総

括
と
第
二
十
八
期
下
期
（
二
〇

〇
九
年
度
）
の
活
動
方
針

二
号
議
案
＊
新
保
険
業
法
か
ら

労
山
遭
対
基
金
を
守
る
た
た
か

い
の
方
針
（
「
新
特
別
基
金
」

そ
の
定
款
の
提
案
を
含
む
）

三
号
議
案
＊
「
労
山
新
総
合
戦

略
」
お
よ
び
「
新
メ
デ
ィ
ア
戦

略
」
の
提
案

四
号
議
案
＊
「
第
二
十
八
期
上

期
（
二
〇
〇
八
年
度
）
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
遭
対
基
金

会
計
お
よ
び
特
別
基
金
会
計
の

決
算
報
告
と
監
査
報
告

五
号
議
案
＊
第
二
十
八
期
下
期

（
二
〇
〇
九
年
度
）
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
遭
対
基
金
会

計
お
よ
び
新
特
別
基
金
会
計
の

提
案

一
号
議
案
「
斉
藤
労
山
全
国
理

事
長
説
明
」

一
．
登
山
を
め
ぐ
る
情
勢

①
登
山
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
、

②
日
本
の
登
山
の
全
体
的
な
動

向
に
つ
い
て

③
国
際
的
な
登
山
界
の
動
き
と

そ
の
影
響

④
海
外
登
山
の
情
勢

二
．
労
山
各
分
野
の
活
動

【
組
織
】

労
山
の
会
員
数
は
二
〇
〇
八
年

十
二
月
末
の
組
織
調
査
で
六
八

一
団
体
、
二
〇
五
七
八
名
と
な

り
、
前
年
に
比
べ
十
二
団
体
の

減
、
会
員
数
は
六
一
一
名
の
減

と
な
っ
た
。
加
盟
団
体
の
組
織

実
態
調
査
表
回
答
は
約
半
数
の

団
体
か
ら
あ
っ
た
。
高
齢
化
に

よ
る
山
行
回
数
や
会
員
数
の
減

少
や
指
導
者
不
足
な
ど
、
共
通

し
た
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

【
遭
難
対
策
】

労
山
に
お
け
る
遭
難
事
故
概

況
・
二
〇
〇
八
の
事
故
一
報
に

よ
る
と
事
故
者
数
三
〇
二
人
、

死
亡
行
方
不
明
六
名
と
な
っ
て

い
る
。
事
故
の
特
徴
と
し
て
は

国
内
全
般
の
遭
難
事
故
傾
向
と

同
じ
で
中
高
年
登
山
者
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

も
七
十
歳
前
後
の
転
倒
骨
折
が

目
立
っ
て
き
て
い
る
。
中
に
は

計
画
者
の
段
階
で
無
理
で
あ
る

山
行
と
判
断
で
き
る
事
例
も
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。

登
攀
で
は
ロ
ー
プ
の
結
束
ミ

ス
や
単
純
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
と
思
わ
れ
る
事
故
も
多
発
し

て
お
り
、
基
本
的
な
安
全
に
対

し
て
の
徹
底
が
急
務
で
あ
る
。

ま
た
、
海
外
に
お
け
る
重
大

事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
事
例
の
一
つ
は
二
〇
〇
八

年
五
月
ア
ラ
ス
カ
・
マ
ッ
キ
ン

レ
ー
で
一
人
行
方
不
明
、
十
一

月
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ン

ト
ク
ッ
ク
で
の
無
事
救
出
一
人
、

疲
労
凍
死
一
人
で
あ
る
。
二
事

例
と
も
地
元
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
お

よ
び
地
元
警
察
に
よ
る
捜
索
救

助
活
動
が
行
わ
れ
た
。

二
号
議
案
「
高
橋
基
金
管
理
委

員
長
・
副
理
事
長
説
明
」

�

最
近
の
情
勢
と
た
た
か
い

の
展
望

麻
生
政
権
は
発
足
し
て
僅

か
で
あ
る
の
に
支
持
率
は
急
落

し
、
早
や
末
期
と
い
う
状
態
だ
。

し
た
が
っ
て
解
散
選
挙
が
い
つ

行
わ
れ
る
か
、
ま
っ
た
く
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
は
新
保
険
業

法
見
直
し
の
時
期
あ
り
、
自
主

共
済
の
運
動
に
よ
っ
て
は
（
安

易
な
期
待
禁
物
だ
が
）
、
自
主

共
済
が
適
用
除
外
に
な
れ
る
チ

ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
向
き
も
あ

る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
た
た

か
い
の
盛
り
上
が
り
な
し
に
適

用
除
外
は
実
現
し
な
い
。

�

「
新
特
別
基
金
方
式
」
提

案

事
後
寄
付
金
に
よ
る
「
特
別
基

金
」
は
、
一
年
間
限
定
の
経
過

措
置
と
し
て
二
〇
〇
八
年
労
山

全
国
総
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
整
備
し
て
保
険
業
法
の

関
係
で
法
律
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
「
新
特
別
基
金
」
の
規
定

（
案
）
と
細
則
（
案
）
が
提
案

さ
れ
た
。
文
言
が
改
正
さ
れ
て

い
る
。
内
容
は
従
来
の
遭
対
基

金
と
ほ
ぼ
変
更
は
無
い
。

①
定
款
↓
規
定

②
第
二
種
基
金
団
体
を
復
活
し

た
。
詳
細
は
細
則
を
確
認
し

て
下
さ
い
。

③
管
理
↓
運
営
、
契
約
↓
加
入

金
④
第
二
十
六
条
寄
付
金

�

「
労
山
新
特
別
基
金
の
性

格
と
運
営
に
つ
い
て
」

『
新
保
険
業
法
下
で
求
め
ら
れ

る
新
特
別
基
金
の
性
格
』

新
保
険
業
法
は
、
適
用
除
外
団

体
以
外
の
団
体
に
お
け
る
保

険
・
共
済
活
動
を
規
制
し
て
お

り
、
新
特
別
基
金
を
運
営
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な

性
格
が
求
め
ら
れ
る
。

①
新
基
金
制
度
が
労
山
の
活
動

と
一
体
不
可
欠
の
運
営
で
あ
る

こ
と
。

②
新
基
金
制
度
は
、
会
員
と
運

営
本
体
と
に
お
い
て
債
権

債
務
の
関
係
が
生
じ
な
い

こ
と
。

③
新
基
金
制
度
は
、
対
価
性
や

収
益
性
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
。

『
労
山
新
特
別
基
金
の
位
置
付

け
』

①
労
山
新
特
別
基
金
は
、
会
員

の
山
岳
遭
難
事
故
に
お
け

る
救
助
活
動
や
遭
難
予
防

の
活
動
を
財
政
的
に
保
障

す
る
た
め
の
寄
付
金
制
度

で
あ
る
。

②
寄
付
金
の
額
は
、
団
体
・
個

人
の
任
意
に
よ
る
。

③
単
年
度
ご
と
に
決
算
し
、
収

益
性
を
伴
う
資
産
や
負
債

は
次
年
度
に
繰
り
越
さ
な

い
。

④
予
算
・
決
算
の
承
認
は
、
全

国
連
盟
総
会
・
評
議
会
が
行

う
。

『
労
山
新
特
別
基
金
の
規
定
に

つ
い
て
』

労
山
新
特
別
基
金
の
運
営
に

あ
た
り
、
新
た
に
求
め
ら
れ
る

性
格
を
ふ
ま
え
、
「
労
山
遭
対

基
金
定
款
」
を
基
に
「
労
山
新

特
別
基
金
」
を
運
営
の
規
則
と

し
て
作
成
し
た
。

二
面
へ
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一
面
よ
り
続
く

三
号
議
案
「
後
藤
メ
デ
ィ
ア
局

長
・
副
理
事
長
説
明
」

「
労
山
の
新
し
い
魅
力
」
と
労

山
ら
し
さ
」
の
具
体
化

労
山
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
、
労
山
会
員
方
々
に
「
労

山
の
新
し
い
魅
力
を
、
労
山
ら

し
さ
」
を
伝
え
ま
す
。
同
時
に
、

労
山
外
で
登
山
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
「
未
組
織
・
若
者
」
に

も
公
開
し
て
、
利
用
で
き
る
よ

う
な
工
夫
を
す
る
。

労
山
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

①
「
こ
ん
に
ち
は
、
ろ
う
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
」（
会
・

ク
ラ
ブ
紹
介
）

②
「
ろ
う
さ
ん
情
報
ネ
ッ
ト
」

単
発
情
報
の
提
供
を
し
た

い
☆
ら
い
鳥
目
撃
情
報
（
常

設
）
☆
野
生
動
物
調
査
（
山

岳
七
団
体
共
同
事
業
）
（
常

設
）

☆

各
種
講
習
会
・
登
山
学
校

情
報
等

③
新
情
報
増
設
の
提
案

☆
労
山
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
の
促

進
と
分
析

☆
労
山
優
待
施
設
利
用
の
情
報

☆
各
地
方
連
盟
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
④
「
学
習
ネ
ッ
ト
」
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ト
学
習
）
一
次
指
針

・
読
図
・
雪
崩
・
天
気
と
特
別

講
座
な
ど
が
当
面
の
重
点
。
企

画
を
し
、
〇
九
年
の
早
い
時
期

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
試
案
を
完
成

さ
せ
る
。
現
在
開
催
中
の
講
座

は
＊
高
層
天
気
図
が
よ
く
わ
か

る
読
図
講
座
、
＊
山
の
運
動
生

理
学
で
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

座
、
＊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
で
山
で

の
道
迷
い
防
止
講
座
、
雪
崩
事

故
の
防
止
講
座
、
●
●
先
生
と

行
く
知
的
登
山
講
座
、
＊
●
●

先
生
と
学
ぶ
労
山
自
然
保
護
憲

章
で
〇
九
年
度
中
に
三
講
座
の

開
設
を
め
ざ
す
。

四
号
・
五
号
議
案
「
石
川
財
政

部
長
・
高
橋
遭
対
管
理
委
員
長

説
明
」

監
査
報
告
・
小
杉
、
宿
谷

二
月
二
十
日
（
日
）
Ａ
Ｍ

評
議
会
の
討
論
ま
と
め

「
斉
藤
労
山
全
国
理
事
長
」

議
案
の
採
択
、
決
算
報
告
、
予

算
案
の
承
認

一
号
か
ら
五
号
議
案
ま
で
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
報
告
致
し
ま
す
。

（
報
告
・
理
事
長

武
笠
）
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
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□
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□
□

□
□
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□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

第
十
二
回
理
事
会
報
告

二
月
二
五
日(

水)

県
連
事
務
所

に
て
十
三
名
の
出
席
で
第
十
二

回
理
事
会
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
経
過
報
告
・
計
画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】

二
月
二
十
一
～
二
十
二
日

第
二
十
八
期
第
二
回
評
議
会

於
：
晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・
新
特
別
基
金
を
採
択

・
新
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
つ
い
て

埼
玉
県
連
と
し
て
の
取
り
組
み

を
報
告
し
た
。

【
事
務
局
】

・
川
越
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

脱
会

問
い
合
わ
せ
有
り

・
次
回
三
役
会
議

三
月
五
日

さ
い
た
ま
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

【
財
政
】

決
算
書
未
提
出
の
委
員
会
は
早

急
に
。

【
女
性
】

・
二
月
二
十
四
日
女
性
委
員
会

・
三
月
七
日(

土)

救
急
法
講
習

会現
在
参
加
者
十
二
名
、
委
員
五

名引
き
続
き
参
加
者
募
る
。

【
自
然
保
護
】

足
尾
植
樹
祭
参
加

四
月
二
十
六
日
（
日
）

九
時
半

現
地
集
合

・
植
樹
後
、
去
年
の
植
樹
場
所

見
学
を
予
定
。
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
備
前
楯
山
ハ
イ
ク

を
予
定
し
て
い
る
の
で
同

調
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
は
連

絡
を
。

・
次
回
理
事
会
ま
で
に
参
加
者

の
一
次
集
約

【
救
助
隊
】

二
月
十
四
日
～
十
五
日

関
東

ブ
ロ
ッ
ク
救
助
隊
深
雪
搬
出
訓

練
・
交
流
集
会

総
勢
八
十
五

名
、
埼
玉
か
ら
は
十
二
名
参
加

【
登
山
学
校
】

・
二
月
七
日
閉
校
式
十
二
名
参

加・
三
月
二
日
運
営
委
員
会

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】

三
月
十
五
日

那
須
ス
ダ
レ
山

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】

雪
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
は
中

止
、
大
宮
労
山
で
山
行
を
実
施

す
る
の
で
参
加
希
望
者
は
徳
重

ま
で
。

ブ
ロ
ッ
ク
活
動

西
部
：
三
月
一
日
雪
山
交
流
山

行
六
団
体
二
十
六
名
参
加
。
次

回
会
合
四
月
二
日

南
部
：
三
月
七
日
～
八
日
深
雪

訓
練
山
行
。
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

伊
豆
ヶ
岳
。
次
回
会
合
三
月
十

九
日

中
部
：
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
笠
山
。

三
月
の
深
雪
山
行
延
期
、
五
月

十
六
～
十
七
日
越
後
駒
ケ
岳
予

定
。
次
回
会
合
三
月
十
八
日
。

北
部
：
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
蓑
山
。

議
題

第
四
十
二
回
県
連
総
会

・
三
月
二
十
九
日(

日)

於
：
与
野
本
町
コ
ミ
セ
ン

総
会
議
案
の
集
約
状
況
・
役
割

分
担
を
確
認

・
三
月
二
十
八
日

浦
和
コ
ミ

セ
ン
に
て
議
案
書
製
本
作
業

(

午
後
一
時
～)

第
十
四
期
登
山
学
校

二
月
七
日
「
い
け
ど
ん
」
作
成

済次
期
役
員
体
制

二
名
退
任
、
三
名
新
任
予
定

来
年
度
予
算
に
つ
い
て

来
年
度
救
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

深
雪
搬
出
訓
練
の
主
管
の
た
め

予
算
措
置
が
必
要
↓
三
役
会
議

で
考
慮
し
て
案
を
作
成
す
る
。

登
山
学
校
閉
校
式
を
終
え
て

二
月
七
日
（
土
）

『
山
は
私
の
学
校
』

三
郷
山
の
会

佐
々
木
陽
子

十
三
回
を
迎
え
た
埼
玉
登

山
学
校
に
参
加
す
る
事
が
で
き
、

又
一
つ
人
生
の
宝
物
が
増
え
ま

し
た
。
山
に
行
く
私
に｢

な
ぜ
、

山
な
の
？｣

と
友
人
に
聞
か
れ

ま
す
。
な
ぜ
か
？
あ
ま
り
考
え

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に

と
っ
て
山
は
空
気
と
同
じ
存
在

な
の
で
す
。

秋
田
の
山
の
中
で
育
っ
た

私
は
身
近
に
山
が
あ
り
、
春
は

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ミ
ズ
ナ
、

ホ
ン
ナ
、
ス
ギ
ナ
、
シ
ド
ケ
・
・

ニ
ヨ
ウ
（
こ
れ
は
秋
田
独
特
の

山
菜
で
分
か
る
人
は
先
ず
い
ま

せ
ん
）
・
・
な
ど
を
採
り
、
薪

（
杉
の
こ
っ
ぱ
が
多
い
）
を
拾

う
。秋

は
シ
グ
リ
、
サ
グ
リ
、
ア

ケ
ビ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
ヤ
マ
グ

リ
、
ナ
メ
コ
、
ス
ギ
キ
ノ
コ
、

サ
ン
ボ
ン
ダ
イ
シ
・
・
と
山
の

実
り
を
頂
戴
し
、
し
ま
い
に
は

家
の
手
伝
い
ほ
ん
な
げ
て
山
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
大
き
な
声
を
張

り
あ
げ
て
駆
け
下
り
、
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
負
け
な
い
加

速
を
つ
け
て
遊
ぶ
毎
日
だ
っ
た
。

山
の
あ
る
生
活
が
私
に
は
ふ

さ
わ
し
い
し
必
要
不
可
欠
だ
と

気
付
い
た
の
は
、
山
の
な
い
三

郷
で
子
育
て
に
明
け
暮
れ
て
い

た
あ
る
秋
の
日
、
無
性
に
山
の

紅
葉
を
見
た
く
な
り
息
子
が
小

学
校
か
ら
帰
宅
す
る
三
時
ま
で

に
帰
れ
る
時
間
を
計
算
し
、
日

光
の
山
を
た
っ
た
十
五
分
見
て

帰
っ
た
も
の
で
す
。
以
前
観
た

中
国
の
映
画
「
山
の
郵
便
屋
」

の
一
場
面
を
思
い
出
し
ま
す
。

三
面
へ
続
く

□ 第１４４号 ２００９年 ３ 月 ９日（月）発行 埼 玉 労 山 （２）

埼玉県連盟第 42期定期総会開催に

ついて

日時：３月２９日(日)

午前９時３０分受付１０時開会１６時００分閉会予定

場所：「与野本町コミセン」 

埼京線与野本町下車徒歩 5 分 

やむを得ず欠席される場合は、別

紙委任状提出をお願い致します。 

第 13 期登山学校 



二
面
よ
り
続
く 

『
幼
き
日
に
み
た
母
親
の
眼
は

い
つ
も
遠
い
故
郷
の
山
に
向
か

い
深
い
憂
い
を
た
た
え
て
い

た
』
母
親
と
重
な
る
娘
へ
の
思

い
・
・
娘
は
山
の
人
間
だ
か
ら

山

か

ら

離

れ

て

は

可

愛

そ

う
・
・
山
の
花
が
都
会
で
根
付

か
な
い
よ
う
に
、
人
も
生
ま
れ

育
っ
た
土
地
で
こ
そ
花
ひ
ら
く

く
の
だ
ろ
う
か
・
・
脱
線
し
ま

し
た
が
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
私

は
山
が
恋
し
い
の
で
す
。
で
き

れ
ば
山
姥
に
な
り
た
い
の
で
す
。 

そ
の
修
行
の
一
歩
と
し
て
登

山
学
校
を
受
講
し
ま
し
た
。
ど

れ
ほ
ど
力
が
つ
い
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
自
分
で
は
こ
の
一

年
で
か
な
り
変
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ん
ず
地
図
を
見
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ん
ず

雲
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ん
ず
ボ
ン
ベ
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ん
ず

少
々
重
く
て
も
平
気
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ん
ず
酒
っ
こ
の
量
が

増
え
ま
し
た
。
ま
ん
ず
ま
ん
ず

銭
こ
も
い
っ
ぺ
え
使
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
見
に
行
き
た
い
も

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
不
況
に
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。

又
、
講
師
の
先
生
は
じ
め
諸
先

輩
、
山
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
山

付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
も
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

十
四
期
の
登
山
学
校
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
各
会
で

ご
紹
介
い
た
だ
き
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

＊ 

受
講
料 

年
間
二
万
円 

＊ 

交
通
費
実
費 

★ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
詳

し
い
ご
案
内
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。 

★ 

「
埼
玉
労
山
」
で
検
索
い

た
だ
く
と
登
山
学
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
探
せ
ま
す
。 

日
程 説

明
会
・
開
校
式 

 

五
月
二
十
三
日
（
土
） 

① 

計
画
か
ら
下
山
ま
で 

 

六
月
六
日
（
土
）
七
日
（
日
） 

② 

登
山
と
運
動
生
理
学 

七
月
四
日
（
土
）
五
日
（
日
） 

③ 

山
で
の
救
急
法 

 
 

八
月
一
日
（
土
）
二
日
（
日
） 

④ 

地
図
の
読
み
方 

 
 

九
月
五
日
（
土
）
六
日
（
日
） 

⑤ 

岩
登
り
（
初
級
） 

 
 

十
月
三
日
（
土
）
四
日(

日
） 

⑥ 

天
気
の
見
方 

 

十
一
月
七
日
（
土
）
八
日
（
日
） 

⑦
総
合
学
習
登
山 

十
二
月
五
日
（
土
）
六
日
（
日
） 

⑧
雪
山
歩
き 

一
月
十
六
日(

土
）
十
七
日
（
日
） 

閉
校
式 

二
月
六
日
（
土
） 

(

報
告 

小
松)

 

               
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

         

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
救
助
隊 

深
雪
搬
出
訓
練
・
交
流

集
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
催
日 

 

二
〇
〇
九
年
二
月

十
四
～
十
五
日
（
土
～
日
） 

場
所 

群
馬
県
谷
川
岳
土
合
周

辺 主
管 

神
奈
川
県
連 

参
加
団
体
：
東
京
都
連
、
栃
木

県
連
、
群
馬
県
連
、
茨
城
県
連
、

神
奈
川
県
連
、
埼
玉
県
連
か
ら

は
大
宮
労
山
五
名
、
ハ
イ
ジ
ア

ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
一
名
、
上
福
岡

山
な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
二
名
、
熊

谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
二
名
、

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
一
名
、

三
郷
山
の
会
一
名 

計
十
二
名 

 

総
計
九
十
一
名 

訓
練
、
講
習
、
山
ス
キ
ー
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
、
前
日
（
二

月
十
四
日
）
、
土
合
山
の
家
で

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
Ｐ
Ｃ
を
使
用
し
て
机

上
と
土
合
周
辺
に
三
名
が
移
動

し
て
各
々
の
位
置
確
認
を
、
無

線
機
を
使
用
し
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
解
説
を

交
え
て
の
講
習
。 

翌
日
（
二
月
十
五
日
）
、
搬
出

訓
練
グ
ル
ー
プ
は
臼
井
班
（
東

京
、
栃
木
、
群
馬
、
神
奈
川
）

十
四
名
、
徳
重
班
（
神
奈
川
、

埼
玉
）
十
一
名
の
二
班
に
分
か

れ
、
実
際
の
遭
難
事
故
を
想
定

し
、
捜
索
、
梱
包
、
搬
出
の
一

連
を
実
践
的
な
場
所
で
訓
練
し

ま
し
た
。 

西
黒
尾
根
で
遭
難
事
故
が
発
生
、

本
部
を
土
合
山
の
家
と
し
て
臼

井
班
、
徳
重
班
が
現
場
に
向
か

っ
て
出
発
す
る
。 

谷
川
岳
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
前

に
て
捜
索
班
と
搬
出
班
を
構
成

す
る
。
搬
出
班
は
捜
索
班
の
後

方
で
待
機
し
、
遭
難
事
故
者
を

発
見
後
、
す
ぐ
に
現
場
に
到
着

で
き
る
よ
う
体
勢
を
と
る
。 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
無
線
機
で
常
に
本
部

と
連
絡
を
と
り
、
現
在
位
置
を

知
ら
せ
る
。 

西
黒
尾
根
下
部
よ
り
上
部
を
目

指
し
捜
索
開
始
、
鉄
塔
下
迄
到

着
す
る
も
遭
難
事
故
者
を
発
見

で
き
ず
、
本
部
よ
り
指
示
を
仰

ぐ
、
鉄
塔
よ
り
右
斜
面
に
臼
井

班
、
鉄
塔
よ
り
左
斜
面
を
徳
重

班
が4

名
に
て
捜
索
す
る
。
こ

の
間
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
無
線
機
で
常
に

本
部
と
連
絡
を
と
り
、
現
在
位

置
を
知
ら
せ
る
。 

徳
重
班
の
四
名
は
横
に
間
隔
を

あ
け
西
黒
尾
根
を
目
指
し
て
捜

索
、
途
中
で
左
端
の
隊
員
が
遭

難
事
故
者
を
発
見
、
遭
難
事
故

者
の
状
況
を
本
部
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
後
方
待
機
の
搬
出
班

に
現
場
に
来
る
よ
う
指
示
、
遭

難
事
故
者
の
救
護
、
遭
難
事
故

者
を
シ
ー
ト
梱
包
、
ス
ケ
ッ
ド

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
搬
送
し
、

人
口
支
点
（
立
ち
木
を
使
用
し

な
い
雪
上
）
を
設
置
し
て
１/

３
に
て
引
き
上
げ
、
引
き
下
ろ

し
の
訓
練
、
支
点
工
作
、
引
き

下
ろ
し
の
繰
り
返
し
を
十
五
ピ

ッ
チ
位
で
谷
川
岳
登
山
指
導
セ

ン
タ
ー
前
ま
で
搬
送
し
訓
練
終

了
。
（
搬
送
途
中
で
遭
難
事
故

者
の
状
況
を
本
部
に
確
認
連

絡
）
そ
の
後
、
本
部
の
土
合
山

の
家
に
て
Ｐ
Ｃ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
使
用
に
よ
り
救
助
隊
の
軌

跡
を
分
析
、
解
説
、
反
省
会
に

て
本
日
の
搬
出
訓
練
を
終
了
。 

三
郷
山
の
会 

尾
手
利
雪 

記 

 

十
五
日
の
記
録
□
□
□
□
□
□

前
日
の
雨
と
は
う
っ
て
か
わ
り

晴
れ､

雪
も
少
な
く
湿
気
を
お

び､

嫌
が
う
え
で
も
暖
冬
を
実

感
す
る
。 

 

講
習
グ
ル
ー
プ
は
一
班
十
三

名
、
二
班
十
六
名
、
三
班
十
六

名
の｢

班
分
け｣

・
捜
索
、
梱
包
、

搬
出
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
活
動
と
な
っ
た､

埼
玉
県
連

は
二
班
に
入
り
梱
包
か
ら
ス
タ

ー
ト
を
き
っ
た
。 

 

七
時
四
十
五
分
、
遭
難
者
が

発
見
さ
れ
た
と
設
定
し
て
、
雪

に
シ
ー
ト
を
広
げ
搬
送
可
能
か

否
か
確
認
す
る
よ
う
、
柴
山
さ

ん
か
ら
指
示
が
と
ぶ
、
保
温
と

衝
撃
を
な
く
す
る
た
め
ザ
ッ
ク
、

銀
マ
ッ
ト
等
を
あ
て
が
い
傷
病

者
が
横
に
な
る
、
六
人
で
ヒ
ュ

ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
法
に
て
ス
ト

レ
ッ
チ
ヤ
ー
に
移
し
、
梱
包
作

業
に
取
り
掛
か
っ
た
。(

捜
索
・

梱
包
・
搬
出
、
基
本
に
そ
っ
て

訓
練
を
全
員
で
実
践
し
ま
し

た)

シ
ー
ト
梱
包(

ブ
ル
ー
シ
ー

ト)
 
 

 
 

 
 

四
面
に
続
く 
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三
面
よ
り
続
く 

に
カ
ラ
ビ
ナ
を
使
用
し
ア
ン
カ

ー
の
芯
に
し
た
、
そ
こ
で
ひ
ね

り
加
え
る
の
だ
が
、
寒
さ
も
あ

り
き
つ
く
て
時
間
か
か
っ
た
、

負
傷
者
に
気
を
配
っ
た
つ
も
り

で
も
、
梱
包
時
の
締
め
方
、
顔

に
雪
そ
の
他
、
又
不
安
に
な
ら

な
い
搬
送
の
仕
方
も
重
要
と
思

わ
れ
る
。｢

休
憩｣

 

九
時
三
十
分
よ
り
搬
出
場
所
に

移
動
し
て
、
持
っ
て
い
る
装
備

で
流
動
分
散
の
支
点
を
作
る
よ

う
指
示
を
受
け
、
工
作
に
各
自

ピ
ッ
ケ
ル
埋
め
て
ア
ン
カ
ー
を

作
り
、
強
度
を
確
か
め
る
。
他

に(

ス
ノ
ー
バ
ー
・
枝
を
束
ね

る
・
袋
に
雪
詰
め
る)

等
の
説
明

受
け
ま
し
た
。 

 

３
つ
の
ア
ン
カ
ー
か
ら
支
点

と
り
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(
1
/
3
)

工
作
に
入
っ
た
、
引
き
上

げ
に
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ッ
ト

(

ブ
ル
ー
ジ
ッ
ク
ノ
ッ
ト
・
ク
レ

ム
ヘ
イ
ス
ト
ノ
ッ
ト)

等
を
用

い
た
が
、
カ
ラ
ビ
ナ
と
の
バ
ラ

ン
ス
の
難
し
さ
が
分
か
っ
た
。

｢

休
憩｣

 

 

十
一
時
三
十
分
ビ
ー
コ
ン
、

プ
ロ
ー
ブ
へ
と
訓
練
は
移
る
、

生
存
率
が
十
五
分
後
に
九
十

三
％
、
時
間
追
う
毎
に
危
険
度

が
高
ま
る
。
二
次
遭
難
を
考
慮

し
、
特
定
す
る
時
間
は
五
分
ほ

ど
、
掘
り
出
し
そ
の
後
の
処
置

に
時
間
を
要
す
る
。
デ
ジ
タ
ル

ビ
ー
コ
ン
の
特
性
を
知
り
使
用

す
る
と
、
短
時
間
で
特
定
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
プ
ロ
ー
ブ
の

訓
練
で
は
一
列
に
並
び
捜
索
、

ま
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
居
場
所

が
判
明
し
た
ら
、
速
や
か
に
堀
、

低
体
温
避
け
る
た
め
外
気
に
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
事
と
指
示

が
あ
る
。 

 

そ
の
後
一
連
の
流
れ
で
訓
練

し
て(

捜
索
・
梱
包
・
搬
送)

十

三
時
三
十
分｢

終
了｣

本
部
に
戻

る
。 

上
福
岡
山
な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ 

 
 

若
木 

由
和 

記 

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
捜
索
救
助

支
援 

最
初
にG

P
S

を
用
い
た
捜
索
救

助
支
援
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県

連
救
助
隊
の
方
か
らG
P
S

の
仕

組
み
、
使
用
方
法
、G

P
S

の
デ

ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん

で
パ
ソ
コ
ン
上
の
地
図
ソ
フ
ト

(

カ
シ
ミ
ー
ル)

に
展
開
す
る
方

法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
捜
索
隊
役
と
し
て

3

名
が
、G

P
S

と
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
機
を
持
っ
て 

「
土
合
山
の
家
」
周
辺
に
出
て
、

G
P
S

か
ら
読
み
取
っ
た
自
分
が

い
る
緯
度
、
経
度
の
位
置
情
報

を
無
線
を
使
っ
て
本
部
に
見
立

て
た
「
土
合
山
の
家
」
に
連
絡

し
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
地
図
に
展

開
し
て
い
く
と
い
う
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、G

P
S

を
利
用
し
た
捜

索
救
助
支
援
が
捜
索
隊
の
位
置

を
逐
次
把
握
す
る
上
で
便
利
な

方
法
で
あ
る
と
い
う
事
が
感
じ

ら
れ
た
。
一
方
、G

P
S

が
衛
星

の
電
波
を
受
信
し
に
く
い
谷
間

や
鬱
蒼
と
し
た
樹
林
帯
で
は
正

確
で
無
い
位
置
情
報
を
示
し
て

し
ま
う
事
や
、G

P
S

と
地
図
ソ

フ
ト
に
は
多
く
の
設
定
項
目
が

有
り
、
双
方
が
等
し
く
設
定
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
も
正
確
で

無
い
位
置
情
報
が
地
図
に
展
開

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク

が
有
る
事
も
学
ん
だ
。 

G
P
S

に
よ
る
捜
索
救
助
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
捜
索
に
携
わ

る
全
隊
員
が
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

を
充
分
に
理
解
し
、
回
避
策
な

ど
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
利
用

す
る
事
が
大
切
で
あ
り
、 

も
し
も
正
確
で
無
い
位
置
情
報

を
元
に
行
動
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
返
っ
て
混
乱
を
招
く
事

も
懸
念
さ
れ
る
。 

大
宮
労
山 

殿
塚 

洋
一 

記 

 
 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
救
助
隊
深
雪

訓
練
・
山
ス
キ
ー
班
報
告 

1

日
目
の
山
ス
キ
ー
班
の
訓

練
は
都
職
山
の
会
・
頓
所
氏
と

練
馬
山
の
会
・
河
崎
氏
の
指
導

で
山
ス
キ
ー
中
の
負
傷
者
を
ソ

リ
を
作
っ
て
搬
出
す
る
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
都
職
山
の
会
方

式
は
ト
ッ
プ
と
テ
ー
ル
に
穴
の

開
い
た
ス
キ
ー
を
４
本
利
用
し

て
周
り
を
灌
木
と
針
金
で
固
定

し
て
ソ
リ
を
作
る
方
法
、
河
崎

氏
は
穴
の
開
い
た
ス
キ
ー
２
本

と
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
２
等
辺

三
角
形
の
ソ
リ
を
作
る
方
法
で

し
た
。 

講
師
か
ら
も
説
明
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
現
在
の
山
ス
キ
ー

の
ほ
と
ん
ど
に
は
ト
ッ
プ
に
さ

え
穴
が
開
い
て
い
な
い
の
で
す

ぐ
に
実
践
で
き
る
方
法
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
自
分
や
仲
間
が

負
傷
し
た
と
き
の
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
を
考
え
る
上
で
大
い
に

参
考
に
な
る
訓
練
で
し
た
。 

都
職
山
の
会
が
、
骨
折
し
た

仲
間
を
ソ
リ
に
乗
せ
て
搬
出
し

た
経
験
を
も
と
に
、
会
全
体
で

工
夫
を
重
ね
て
自
分
た
ち
の
搬

出
方
法
を
確
立
し
て
行
っ
た
姿

勢
は
、
私
た
ち
山
ス
キ
ー
を
愛

好
す
る
者
が
受
け
継
い
で
今
の

時
代
に
あ
っ
た
方
法
を
考
え
て

行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。 

山
ス
キ
ー
の
装
備
と
し
て
、

修
理
用
具
に
灌
木
が
切
り
出
す

た
め
の
ノ
コ
ギ
リ
と
ス
キ
ー
に

穴
を
開
け
る
ド
リ
ル
を
加
え
れ

ば
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
に
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。
頓
所
・
河

崎
両
氏
と
各
都
県
の
山
ス
キ
ー

仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。 

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人 

浅
見
政
人 
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   第１４４号   ２００９年  ３ 月 ９日（月）発行                    埼  玉  労  山  （４） 

♪みんなの歌♪ 新人哀歌 

作曲者 不詳（日本） 

編曲者 矢沢 保 

(1) いいぞ いいぞと おだてられ 死に物狂いで 来てみれば 

   朝から晩まで 飯炊きで 景色なんぞは 夢のうち 

(2) チーフリーダーは じじくさい サブリーダー はばばくさい 

   あとの部員は エロくさい メッチェン通れば かしら右 

(3) 2 年部員は 小生意気 新米なんかと 話好き 

   地獄の二丁目 山岳部 好んで入る 馬鹿も居る 

(4) 蝶よ花よと 育てられ 何の苦労も 知らないで 

   ボッカ稼業に 身をやつし 泣き泣き登る 雪の山 

(5) 家へ帰れば お坊ちゃま 山へ入れば 新部員 

   何の因果で しごかれる まぶたに浮かぶ 母の顔 

(6) いわゆるあのこは お嬢さま 俺はしがない 山がらす 

   月を眺めて 諦める 笑ってくれるな お月様 

 

曲はネリカンブル

ースでポピュラー

になったこともあ

りますが、原曲は不

明です。 

古くから大学山岳

部の合宿などで歌

われていました。 
 

編集後記 

2 月下旬に筑波梅林に行

ってきました。前日に梅祭

りが始まったばかりなの

に、紅梅はもう満開でし

た。次の週には赤城・黒桧

山に行ってきました。一面

の銀世界でした。関東も広

いとつくづく感じました。 

さて、各会も総会の準備で

忙しいことでしょう。頑張

ってくださいね。 

145号は原稿締め切り3月

末日、4 月 6 日印刷の予定

です。担当者の方はよろし

くお願いします。 

（アオ） 



 


